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駿河湾奥部におけるサクラエビを中心とした深海

生物の観察

村中 文夫・I

】986年11月25日lこ「しんかい2a00 」で潜航し．サクラエビ漁場周辺域の水深300

～400 m の梅匠を&)  l.S km 航走した．この間扠:サクラエビを初めとして．魚類や

甲殻類など20余種の分布を確認Ｌ．若干の知見が得られた．

｜）海底で観察された生物は．魚類10種，甲覦顋８種．歓体動勧２ｌ ．刺皮動勧

２蕀．腔ｌ 動物｜相等であった．

２）洵丘頂上付近の泥賀底Ｋは，いくつもの小孔やくぽ地が散在したが，そこ|て

はナマコが多数生息し．アカザエピ等各相生物の分布がみられた．

３） サクラエビは，その分布がやや多いところでの停船観察の結果では，過去の

事例にあるような正の走光挫を示す行動ははとんど見られず．比較的均一な分

布を示した．

Ecological Observation of Sergio lucens and

Other  Deep-sea Organisms at 300*400  in Depth  in Suruga Bay

Fumio  MURANAKA**

The  survey  was  carried out  during  a crutsc of the research submersible

SHSNKAi2000,  on  the sea bed  near  a Sergia lucens fishing ground  at a depth

of  300  - 400 m,  on  November  25, 1986.

Ecological  information  on  the  other  deep-sea  shrimp  Sergio  lucens

and  many  kinds  of  fauna  was  obtained  from  the observations  on  the  sea

bed  during  the L5  kin crulsc.

1) Ten  species of  Pisces, eight species of Crustacea, two  species of Mollusca,

two  species of Echinodermata,  and  one  species of Coelenterata occurred

in  the area under  observation.

2) Many  small  burrows  and  hollows  were  scattered  on  the  muddy  sea-

bottom  near  the  top  of  a  submarine  knoll, and  many  bolothurians

and  other  kinds of fauna were  observed  to be present.

3) Serbia  lucens  was  distributed  throughout  the  bottom  layers  of  its

fishing grounds.  Density  of  distribution was  0.5 to  1 individual per 1

≫n3. Sergia lucens was  not  observed  to show  positive photo  taxis behavior

in  this survey.
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1. は じ め に

駿河湾特産のサクラエビの分布，生態観察を目

的とする巌航調査は, 1984 年から1985年1とかけて

の２ヵ年６回1ごわたり行われ。種々の責竃な知見

が得られている(津久井｡1985. 津久井ほか)986)。

これらの調査は，いずれも４月を主体とする冬

・春季で，生物的|こは発生後６ヵ月から10ヵ月を

経た成体に近いものが大部分であった。これ|て対

して今回は， 発生後２-･･５ヵ月の稚エビを主対象

にした潜航観察の機会を得ることが出来た。

また，今回調査した海域は。過去６回の柑航域

と同じ湾奧部であるが。図 一｜ のとおりサクラエ

ビの漁場形成Ｒ:好酒とされる200 m 等深線が陸地

1と接近する急深の水 域に相当している(Ｏｍｏｒi，

1969)。そして，結果的|こ周辺域より小高い海丘

を縦断するコースを取ることになり，淘丘周辺|て

出現する各種生物多数の観察も行えたので併せ報

告する。

なお，本文を進めるＲ:あたり，潜航調査の機会

を与えられ且つ潜航に際して様々なお世話を嘖い

た海洋科学技術センターの皆様|こ心から感謝を申

し上げます。
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図 １　潜航調査梅域（○印 ）

Surveyed area

3. 結　 果

1） 海底の状況

船底してから離底するまでの航跡は，図 一２（上）

の通りで，航走距離は約1.5  km。 着底から嵯底

まで約4.5 時間の航程であった。

航走した海丘の縦断面は，およそ図一２（下）の

ようなもので。最初の着底地から次の頂上付近の

霜底地までは，かなり急な登りの傾斜面となって

いる｡390m の底質は細かい泥で，多くの巣穴

状小孔が散在し， 表面は無数の棲管におおわれて

いた（写真一１）。

ここで約25分間の停船観察を行ったあと，傾斜

面をジグザグにとりながら徐々に浅い方へ移動す

ると，一瓸小孔と棲管の分布が密となった。その

後傾斜がゆるやかとなり，コースをO’に取り直登

する頃から海底面は平咀Sこ近くなるとと もに檮管

はほとんどみられなくなった。

海丘の頂上付近で観察のため停船したところ，

海底泥をまき上げ。しばらくの間視界がまったく

きかなくなってしまった。底質は非常に細かい泥

で，流れは極めてわずかであった。この地点で視

界が開けてから約１時間20分生物観察を続けたの

ち，移動を開始した。

徐々に下り勾配がきつくなるに従い， 潜水調査

船が一時海底から離れてしまい海底がよく見えな

くなったが，しばらく進んだあとコースを元に戻

し，ゆるやかな傾斜面をゆっくりと海厩直上を移

動した。 海底上に再び棲管がみられるようになり，

無数の小孔やくぽ地も広がって見えた。東側の傾

斜面に比べ，反対側はゆるやかな傾斜となってい

るが， やはり棲管の分布がみられるなど，梅丘の

頂上付近とは若干異なる底質であることを示唆し

た。
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2. 讎 査 方 法

調査は，目視観察，ビデオカメ ラ，35mm カメ

ラ並びにステレオカメラによる記録撮彫によった。

潜航ルート1こ沿った海底地形の厩略図（図一２）

は， ５万分の１海底地形図と潜航記録を参考|と等

深線を引いたもので。海丘形状のアウトラ４ンを

つかむため縦断面も図示した。なお，塩分濃度及

び水温の情報は，潜水調査船搭載のＳＴＤ が 故障

のため得られなかった。



図２　潜航調査海底地形概略図

上は梅底平面図で。 下はその断面図である。

Topographic map of the surveyed alila

upper : plane figare under:vertical

section.

２｝ 出 現 生 物

出現生物の主なものは，魚類ではハダカイワシ.

/ヽ シキンメ， タチモドキ，アオメエソ．ソコダラ，

アナゴ，カサゴ，ギンザメ， シギウナギ，ヱソイ

ソア４ナメの各顋．甲殻類ではサクラエビ．フカ

ザエビ，コシオリェビ，タカアシガニ．ヤドカリ，
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そしてその他の分類群では， ナマコ，クモヒトデ，

イソギンチャク，巻貝，環形勦物のものとみられ

る棲管等々であった．

魚類で出現の目 守lつたのは，ハダカイワシ（体

長５～６ｃｍ ）．ハシキンメ（体 艮10^20  cm),

タチモドキ（体長50 ～1（X）ｃｍ ）で．これらは比較



的広い範囲にわたって散見された。こ の内。群と

して出現したのは/ ダヽカイワシのみで，海丘の北

西方向 の傾斜面では。潜水調査船に先行して遊泳

する密なパッチ群（40～50 尾/m3 ）がみられた。

ハ シキンメやタチモドキは。 １尾か２尾ずつ，

ハシキンメは海底に腹鰭を着けるように，そして

タチモドキは尾鰭を海底に着けて垂直に立ち，じ

っとしているものが多かった。この外ソコダラの

仲間やアオメエソも時折散見された。

一方，甲般類ではサクラエビが最も優占し，ア

カザエビ。コシオリェピがこれに次いだ。タカア

シガニは，海丘頂上付近で停船観察中２度にわた

って（同一固体の可能性大）すぐ近くまでやって

来たが，カメラのストロボやビデオカメラアーム

の作動等で驚き，最初は右斜目前方に前向きで，

そしてその後は横歩きになり。 大急ぎで逃避して

しまった（写真 一２）。このタカア シガニは，腹

部の形状から雌と みられる。

その他の生物で最も特徴的なのは ナマコの生息

で，海丘頂上付近の底泥上を中心に集中的4こ分布

（多いところでは４～５個体/m2 ）しているのが

見られた（写真 一３）。ここでのナマコはほとんど

勁くものはなかったが， 途中の傾斜面でみられた

ものの中には，腹側を上にして休をくねらせ。海

底上10～20  cm 位のところを移助する個体が観察

された。

タカアシガニが出現し，ナマコが多数生息して

いた海丘ｍ 上付近の海域は。側而以 上に細かい泥

質底になっているとみられ， ナマコや巻貝等の匍

匐痕が明瞭に認められた。調査範囲が限られてお

り，他海域との定性。定量的比鮫は困難であるが。

今回の鯛査では梅丘というやや特翼な一海底形状

周辺において多数の生物を観察することが出来た。

3） サクラエビの分布と観察記録

サクラエビが最初に視野の中に入ったのは．粁

水点より鉛ぬに降 Ｆし、水深300 m に逹した時点

であった．その後320 m 深前後をピークに以後漸

鍼し．着底した390m 深では 約25 分間停船観察を

皖けたか、 サクラエビは時折視野に入る程度で．

光に集って 来る様 ヽFは全く見られなかった． この

司のサクラエビの分布密度は． ピーク時の320 m

・ でも 】m3 肖り0.5 ～I 尾程度であった．
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始助後，浅い方へ傾斜面をゆるいジグザグでた

どりながら移動するにつれ。 サクラエビは少しず

つ目立つようになった。この時のサクラエビの遊

泳姿勢は，水平かやや頭を下に向けている個体が

多く，頭を上向きにして移動する個体は稀であっ

た。

海丘の頂上付近とみられる3（）Om 深の所で停船

看底し。一旦ライトを消したのち実質１時間20 分

程生物観察を行った。ここでの海流は極めてわず

かながら，観察窓の右から左 方向へ流れているよ

うで（タチモドキがまき上げた泥煙の動きから判

断して）， サクラエビは１ｍ３当り0.5 ～l 尾程度

の分布密度でゆウくり眼前を右から左へ移勤して

いく個体が多く， 逆方向は稀であった。長時間の

観察4こもかかわらず，光に集ってく る様子はほと

んど見られ飢 これまでの調査結果と異なった。こ

れか分布密度や発育段階の違いによるもの かは不

明である。なお。 ストロボの光で一瞬反応らしき

ものを示す個体もあるが，ほとんどは全く感知し

ない様子であった。

観察中。時折海底近くまで急降下し。海底直上

で反転する行動を示す個 体があったが。（太田ほ

か，1974 ） ライトのない漆黒の中では考えにく

い行動と思われる。このことは今回の観察で見ら

れた， オキアミが海底泥に頭をつつ込んで泥煙を

上げる個体のあるのとは対称的であった。

移動を開始し。反対斜面を降 下すると。幾分分

布密度 が減り，再び元のコースに戻り ながら傾斜

面を上昇すると320m 深前後で 再びサクラエビが

やや目 立つようになった。 このようにサクラエビ

の分布は，300 －320 深前 後を中心に広がってい

たが，その範囲内では比較的均一な分布で，特に

分布密度の高いパッチの形成や積極的な遊泳行動

をとる個体は余りみられなかった。300 m 深前後

に分布層がみられるのはこ れまでの調査結果とよ

く一致しており（津久井ほか，1986 ）， 発育段階

の違いによる昼間における分布屑の明瞭な違いは

認められなかった。

4. お わ り に

今回の 潜航調査では，結果的Sこ海丘頂上付近で

妓時間停船し，サクラエビを中心とする生物観察

を実施することが出来た。
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サクラエビは，前６回の調査結果で正の走光性

のあることが確認されているが，今回その傾向は

ほとんど認められなかった。対象とした サクラエ

ビは，これまでのものより発育段階は早いが，既

に漁獲の対象となっており。昼夜の垂直移動も今

回の分布層からみて両者に大きな違いがあるとは

思われず。なぜ光に反応しなかったのか不明であ

る。停船観察中にサクラエビが眼前を通過した密

度は。比鮫的均一で，わずかずつながら観察中ず

っと続いていたことからサクラエビの分散が広範

囲に及んでいたと准察される。

これで サクラエビ対象の潜水観察は ７回にも及

んだが，まだ不明な点も多い。時期や海域を変え

るとともに，網の目合の違いによる逃避行動の差，

あるいは光の強弱や色調等による集光突験等も今

後の調査研究課題として興味のもたれるところで

あ る。いずれにしても，非常に限られた時空問で

の調査で もあり。これまでに蓄積されてきた生態

的知見を行効に生かした調轟手法をとることが肝

要であろう。
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写真】 単穴状小孔と桜管

Burrow and tube

写真２　逃避中のタカアシガニ

Macrocheira kampferi of deserting

町 頁３　 泥 哲庭 Ｒ二1狄在 す る ナマ コ

ＳｃａＵｅrlng h 。loth χIr】ａｎ ，Jn Ihe muddy

seabottom.
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